
企業最前線

ガ
ラ
ス
リ
プ
ー
ン
ン
ダ
糠
式
会
社

日
本
最
大
規
模
の
ベ
ジ
ト
翠
卜
滋
再
資
瀕
化
設
鰯
を
郵
入
。

ヅ
サ
イ
ク
ル
業
界
を
リ
ー
ド
す
る

濡
闘
穏
万
ト
ン
の

鯉
理
能
力
で

ゴ
ミ
を
資
源
傾
変
え
て
繰
最

今
年
４
月
、
ガ
ラ
ス
リ
ソ
ー
シ
ン
グ

の
成
田
工
場
で
国
内
最
大
級
の
混
合
飲

料
容
器
選
別
設
備
が
稼
働
を
は
じ
め

た
。
同
工
場
で
は
２
０
１
６
（平
成
２８
）

年
、
金
属
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
選

別
を
す
る
機
械
を
設
置
し
、
１
時
間
あ

た
り
約
３０
ト
ン
の
処
理
を
行
っ
て
き
た
。

今
回
導
入
し
た
設
備
は
、
不
純
物
の
除

去
、
洗
浄
、
圧
縮
、
梱
包
の
プ
ロ
セ
ス
を

全
自
動
で
こ
な
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
つ

い
て
は
既
存
設
備
の
約
２
倍
と
な
る
月

間
１
万
ト
ン
の
処
理
能
力
を
備
え
る
。

が
作
業
員
で
は
な
く
管
理
者
と
な
る
。

女
性
や
高
齢
者
も
活
躍
で
き
る
工
場
を

増
や
し
た
い
」

こ
の
よ
う
な
方
針
を
掲
げ
る
同
社
で

は
、
今
も
伊
藤
会
長
と
赤
坂
社
長
が
率

先
し
て
現
場
に
立
つ
。
し
か
も
、　
一
番

苦
し
い
工
程
に
身
を
投
じ
る
。
き
つ
い

臭
い
を
放
ち
、
手
が
荒
れ
て
指
紋
も
な

く
な
る
よ
う
な
現
場
を
い
か
に
楽
な
も

の
に
変
え
て
い
く
か
。
現
場
を
経
験
す

る
こ
と
で
業
務
の
改
善
点
が
見
え
て
き

た
り
、
作
業
の
効
率
化
の
ア
イ
デ
ア
が

浮
か
ぶ
と
い
孔ゝ

成
田
工
場
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、

赤
に
統

一
さ
れ
た
最
新
設
備
が
目
に
飛

び
込
ん
で
く
る
。
と
に
か
く
大
き
く
、

飲
料
容
器
の
処
理
に
こ
れ
ほ
ど
の
大
型

同
工
場
に
持
ち
込
ま
れ
る
の
は
、
飲

料
メ
ー
カ
ー
等
が
自
動
販
売
機
の
横
に
設

置
し
て
い
る
ゴ
ミ
箱
の
中
身
だ
。
各
家

庭
で
洗
浄
し
て
出
さ
れ
る
自
治
体
の
分

別
回
収
さ
れ
た
容
器
と
は
異
な
り
、
飲

み
か
け
の
容
器
も
あ
れ
ば
、
飲
料
容
器

と
は
無
関
係
の
も
の
も
多
く
含
ま
れ
る
。

「空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
弁
当
の
容
器
や
家
庭
ゴ

ミ
ヽ

ペ
ッ
ト
の
糞
、
免
許
証
や
財
布
な

ど
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

（赤
坂
修
社
長
）。
こ
の
よ
う
な
ゴ
ミ
が

関
東

一
円
か
ら
飲
料
メ
ー
カ
ー
な
ど
に

よ
っ
て
回
収
さ
れ
、
同
工
場
に
逗
び
込

ま
れ
て
い
る
。

飲
料
容
器
か
ら
分
別
さ
れ
た
不
純
物

設
備
が
必
要
な
の
か
と
感
じ
る
ほ
ど
だ
。

こ
れ
に
対
し
、
伊
藤
会
長
は
「操
業
し

た
て
の
今
は
オ
ー
バ
ー
ス
ペ
ッ
ク
で
も
、

次
第
に
ス
ペ
ッ
ク
に
合
っ
た
業
務
量
に

な
る
」
と
言
い
切
る
。

日
本
の

一
般
的
な
廃
棄
物
処
理
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
を
活
用
し
な
が
ら
小
規

模
で
行
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。
都
市

部
で
は
規
制
の
関
係
で
夕
方
５
時
に
操

業
を
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
対
し

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
広
域
を
カ
バ
ー
す
る

大
規
模
施
設
で
の
処
理
が
中
心
で
あ
る
。

し
か
し
現
状
に
合
っ
た
設
備
を
導
入

し
て
も
、
処
理
能
力
が
限
界
に
達
す
る

の
は
時
間
の
問
題
だ
。
な
ら
ば
、
先
を

見
越
し
て
大
規
模
設
備
に
し
た
方
が
良

い
。
伊
藤
会
長
は
こ
の
よ
う
に
考
え
、

赤
坂
社
長
と
伊
藤
副
社
長
が
海
外
視
察

な
ど
を
経
て
、
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
製
の
大
型
設
備
を
導
入
す
る
に

至
っ
た
。

成
田
工
場
は
２４
時
間
の
稼
働
が
可
能

な
工
業
団
地
内
に
あ
る
。
高
い
処
理
能

力
に
自
動
化
、

２４
時
間
稼
働
が
組
み
合

わ
さ
れ
れ
ば
コ
ス
ト
を
大
き
く
下
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
現
場
を
熟
知
す
る
ト

ッ
プ
が
設
計
か
ら
携
わ
る
こ
と
で
、
選

別
か
ら
梱
包
ま
で
を
自
動
化
し
た
独
自

の
設
備
に
仕
上
が
っ
た
。
現
在
、
洗
浄

で
生
じ
る
汚
水
の
処
理
設
備
、
さ
ら
に

汚
水
の
汚
泥
を
用
い
た
バ
イ
オ
発
電
設

を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
工
場
見
学

に
訪
れ
た
欽
料
メ
ー
カ
ー
の
従
業
員
も

絶
旬
す
る
と
い
う
。
し
か
し
、
伊
藤
憲

一
会
長
は
「街
が
き
れ
い
な
の
は
、
自

販
機
の
横
に
ゴ
ミ
箱
が
設
置
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
不
法

投
棄
が
増
え
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

と
、
街
中
に
設
置
さ
れ
た
飲
料
容
器
用

の
ゴ
ミ
箱
の
必
要
性
を
説
く
。

大
規
模
設
備
を
導
入
す
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
は
、
２
０
１
７
年
末
に
中

国
が
外
国
ゴ
ミ
の
輸
入
を
禁
止
し
た
こ

と
。
不
純
物
が
残
っ
た
容
器
は
再
資
源

化
が
難
し
く
、
廃
棄
物
の
扱
い
と
な
る
。

日
本
は
そ
う
し
た
廃
棄
物
の
処
理
の
多

く
を
中
国
に
頼
っ
て
き
た
の
だ
が
、
こ

れ
に
よ
り
輸
出
し
て
い
た
廃
棄
物
が
行

き
場
を
失
っ
た
。
ま
た
、
来
年
に
は
東

一爪
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ツ
ク

の
開
催
も
控
え
て
い
る
。

「東
京
オ
リ

・
パ
ラ
開
催
で
世
界
中
か

ら
人
が
集
ま
っ
て
く
る
と
き
に
、
自
販

機
横
の
ゴ
ミ
が
処
理
し
き
れ
な
い
と
い

う
事
態
を
招
い
て
は
な
ら
な
い
。
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
も
き
れ
い
に
す
れ
ば
、
ゴ
ミ

で
は
な
く
資
源
に
な
る
」。
そ
の
よ
う

な
想
い
か
ら
、
さ
ら
に
処
理
能
力
の
高

備
を
整
備
中
だ
。

い
新
設
備
の
導
入
を
検
討
し
て
き
た
。

今
回
導
入
し
た
混
合
飲
料
容
器
選
別

設
備
は
国
内
で
の
「ボ
ト
ル
ｔＯ
ボ
ト
ル
」

（食
品
用
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
食
品
用

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
再
利
用
す
る
）
を
達

成
す
る
上
で
、
全
国
の
自
治
体
を
は
じ

め
、
多
く
の
組
織
や
企
業
か
ら
の
注
目

を
集
め
て
い
る
。

一
瞬
場
主
義
翰

一
拶
憲
ダ
彗
移
ッ
プ
で

一業
務
動
撃
惚
を
霙
壌

「自
動
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
働
く
人

ト
ラ
ス
ト
が
映
え
る
な
ま
こ
壁
が
印
象

的
で
、
中
に
は
米
や
飲
料
水
、
缶
詰
と

い
っ
た
２
ト
ン
の
食
料
に
毛
布
、
ビ
ニ

ー
ル
シ
ー
ト
、
発
電
機
な
ど
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
最
大
限
活
用
す

る
た
め
、
銚
子
警
察
署
と
も
防
災
協
定

を
締
結
。
本
年
３
月
に
は
、
県
地
域
防

災
力
向
上
知
事
表
彰
の
事
業
所
の
部
に

も
選
ば
れ
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
は
「地
域
や
自
治

体
が
あ

っ
て
の
仕
事
」
（伊
藤
会
長
）。

自
治
体
か
ら
処
理
の
依
頼
を
受
け
、
地

域
の
人
た
ち
が
従
業
員
と
な
っ
て
業
務

に
あ
た
っ
て
く
れ
る
。
そ
の
「恩
返
し
」

の
想
い
を
形
に
し
た
の
だ
と
い
う
。

伊
藤
会
長
は

「能
力
が
な
い
の
が
能

力
。
だ
か
ら
こ
そ
、
力
と
な
っ
て
く
れ

る
地
域
や
従
業
員
を
大
切
に
し
た
い
」

と
謙
遜
す
る
。
従
業
員
の
み
な
ら
ず
地

域
や
自
治
体
も
味
方
に
変
え
て
し
ま
う

ほ
ど
人
を
魅
了
す
る
人
間
力
で
、
リ
サ

イ
ク
ル
産
業
を
太
く
強
靭
な
も
の
に
育

て
上
げ
て
い
る
。

・〓ｉ‥乗
軽
薙
鶏
筆
拳

，発
孝
監
諄
・井
本
一
４
一一　
一

塾訳
　
　
一立
　
１
９
９
８

（平
成
１０
）
年

代

表

者
　
（会
長
）
伊
藤
憲

一

（社
長
）
赤
坂

修

所

在

地
　
銚
子
市
春
日
町
７
４
０
１
１

従
業
員
数
　
４７
人

資

本

金
　
８
８
８
０
万
円

事
業
内
容
　
一
般

。
産
業
廃
棄
物
中
間
処

理
、
廃
棄
物
の
再
資
源
化

（千
葉
銀
行
取
引
店
　
銚
子
支
店
）

一
般

。
賤
業
廃
棄
物
の
中
間
処
理
事
業
者
と
し
て
、
革
新
的
な
技
術
や
設
備
の
導

入
に
よ
リ
ゴ
ミ
の
再
☆
源
化
を
推
進
す
る
芳
ラ
ス
プ
ゾ
ー
シ
ン
グ
帥
。
◇
香
に
は
事

業
系
ペ
ツ
ト
ボ
ト
ル
ゴ
ミ
の
壽
資
源
伯
を
金
自
動
で
行
う
新
設
備
を
導
入
し
、
処
理

能
力
が
約
２
倍
に
高
ま
っ
た
。
全
世
界
的
に
Ｓ
Ｄ
ｅ
ｓ
（持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

の
取
り
組
み
が
加
速
す
る
な
か
、
需
脈
産
業
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
よ
り

一
層
の
存

在
感
を
示
し
て
い
る
。
地
域
貢
献
意
欲
も
高
く
、
本
社
敷
地
内
に
は
災
害
時
に
銚
子

署
の
要
講
に
対
応
で
き
る
危
機
管
理
棟
と
、
非
常
用
食
料
や
傭
蓄
品
を
収
め
た
蔵
を

建
て
、
県
地
域
防
焚
力
向
上
知
票
表
彰
に
選
鎚
さ
れ
た
。

伊藤憲一会長赤坂 修社長

婢詠

鰈
で

伊
藤
会
長
は
、
本
社
の
あ
る
地
元
銚

子
の
ヒ
ゲ
タ
醤
油
出
身
。
空
き
瓶
の
リ

サ
イ
ク
ル
で
困
っ
て
い
る
と
い
う
飲
料

メ
ー
カ
ー
の
話
を
聞
い
た
こ
と
が
転
身

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
５
Ｓ
（整
理

。

整
頓

・
清
掃

。
清
潔

。
躾
）
は
当
た
り
前

と
い
う
前
職
の
感
覚
が
、
働
く
環
境
の

改
善
に
も
活
か
さ
れ
、
業
界
の
常
識
に

縛
ら
れ
な
い
発
想
を
可
能
に
し
て
き
た
。

ま
た
、
社
会
貢
献
に
も
積
極
的
だ
。

東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、
本
社

敷
地
内
に
「危
機
管
理
棟
」
を
設
置
し
、

災
害
備
蓄
品
を
保
管
す
る
ほ
か
、
災
害

時
に
は
屋
上
か
ら
被
災
状
況
を
把
握
で

き
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
隣
に
２
階

建
て
の
蔵
も
建
て
た
。
白
と
黒
の
コ
ン

本社内には蔵や危機管理棟を建て、災害に備える

成田工場に新設 した大規模な飲料容器再資源化設備
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